
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 

【学校教育目標】 ： 明るい未来を創造する 心豊かでたくましい生徒の育成 

http://www.town.ayagawa.kagawa.jp/ed/ayakami-j/ 

 

２０１５年１０月２日（金） 

綾上中学校 （第 ３１ 号） 緑緑がが丘丘だだよよりり 1100 月月 

 

9月27日（日）、町PTAソフトバレーボール大会が綾川町運動公園体育館で行なわれました。綾上

中学校のPTAは、Aリーグに２チーム、Bリーグに３チームの計５チームが参加しました。Ａリーグに

参加した綾上中Bチームは予選リーグを１位通過、１位リーグの決勝トーナメントでも勝ち上がり、見

事に栄冠を奪回することができました。各チームの試合結果は下記のとおりです。 

Aリーグ（予選リーグ） 

綾上中A ○対● 陶小D  

綾上中A ○対● 陶保B 

（決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ） 

綾上中A ●対○ 昭和小A 

 

綾上中Ｂ ○対● 陶小B  

綾上中Ｂ ○対● 滝小B 

 

綾上中Ｂ ○対● 綾南中Ｃ 

綾上中Ｂ ○対● 山田保Ｂ 

綾上中Ｂ ○対● 綾南中Ｂ  

Bリーグ（予選リーグ） 

綾上中Ａ ●対○ 羽床小Ａ 

綾上中Ａ ●対○ 枌所幼Ｂ 

 

綾上中Ｂ ●対○ 山田保Ｃ 

綾上中Ｂ ○対● 滝宮保Ｃ 

 

綾上中Ｃ ●対○ 羽床小Ｂ  

綾上中Ｃ ●対○ 滝宮保Ｂ 

今回の町ＰＴＡソフトバレー大会は、綾上中学校ＰＴＡが当番であり、前日の体育館準備や当日の駐

車場の整理、試合の進行など、大会運営に多くの保護者・教職員が参加していただき、ご尽力いただき

ました。紙面をお借りしてお礼申し上げます。ありがとうございました。 

     
このところさわやかな日が続いています。一年間で一番過ごしやすい 

時期ではないでしょうか。秋を形容する言葉に、「芸術の秋」「スポー 

ツの秋」「読書の秋」「食欲の秋」と様々ありますが、いずれも活動し 

やすさを示す言葉です。この時期、生徒には様々な取組において、懸命 

に挑戦する姿を期待したいと思います。 

２学期の大きな行事に、「青春満祭」10月24日（土）があります。お琴の演奏発表、３年生有志に

よる出し物、大学生によるサックス四重奏、吹奏楽のマーチング、合唱コンクール、職場体験学習や夏

休みの作品展示などを予定しています。今年度のテーマは、「ＧＩＦＴ ～みんなの想いを旋律にのせ

て～」です。例年、この時期になると各教室から合唱練習の歌声が聞こえてきます。生徒にとっても、

春の運動会とともに伝統のある行事になっています。これからさらに練習に熱が入ってきます。今年も

素晴らしい歌声を期待したいと思います。「芸術の秋」「スポーツの秋」「読書の秋」「食欲の秋」、

いずれにしても、明るく元気あふれる学校であることを目指していきたいと思います。 

汐酷暑であったり、台風の影響があったり、豪雨があったりの夏休みでしたが、各ご家庭ではいか

がお過ごしでしたか。いよいよ２学期のスタートです。ご家庭でもお子様の生活リズムを、夏休みの生

活から登校・学校生活へと素早く整えていただきますようお願いします。 

休み明け、「なかなか勉強を始めない、リズムが遅い」はよくあることです。そんな時には、「とに

かく始める」をキーワードにします。嫌々でも構いません。乗り気でなくても構わないのです。とにか

く始めるのです。すると、問題集を開けるのは嫌だったのに、いざ始めてみると時間を忘れて勉強して

いることに気付きます。つまり、「とにかく始める」という気持ちの切り替え一つで、継続的に勉強を

することが可能となるのです。人間には「作業興奮」というものがあります。作業を始めたらどんどん

やる気が上がって集中できるようになっていきます。作業興奮は脳の側坐核という部分 

優勝した綾上中Ａチーム 

 



 

  

９月 14日（月）の５・６校時に「命の講演会」を行ないました。講師は、 

小玉宏（こだまひろし）先生、昭和 46年１月７日、宮崎県生まれ。演題は 

「命が本当にやりたいことは誰かを笑顔にすること」です。たまちゃん先生 

は、担任する学級での実践を重ね、多くの研究授業や公開授業を経て、平成 

23年度より宮崎県教育委員会の指導主事として、教職員の資質を高める研 

修や講演会などで活躍、フェイスブックでは、日本一の読者数を誇り、筆文 

字メッセージは世界中の読者に広く支持されています。自分の命は、人を笑 

顔にするために使いたいと考え、給料の 10分の１は世のために使うと決め 

て生活。平成 26年 3月末をもって教員を退職し、筆文字詩人・講演家へと 

転身、全国各地で筆文字セミナーや講演活動を行なっている方です。たまち 

ゃん先生の巧みな話術と人柄に引き込まれ、予定していた講演時間が本当に 

短く感じられました。 

 

 
第 64回坂出市・綾歌郡英語弁論大会 

９月 25 日（金）、坂出市ふれあい会館で

坂出市・綾歌郡英語弁論大会が開催されまし

た。夏休みから練習を重ねた 29名の各中学

校の代表者が暗唱の部と弁論の部に挑戦し

ました。本校からは、３年の生徒２名、２年

の生徒１名の３名が参加しました。結果は、

３人とも優秀賞でした。 

第28回全日本マーチングコンテスト香川県大会 

 ９月12日（土）、善通寺市民体育館でマーチングコ

ンテストが行なわれ、惜しくも（１点差）銀賞になり四

国大会の出場を逃しました。11月の県音楽会、マーチ

ングコンテストに期待したいと思います。 

生徒会役員改選にむけて 

 １３名の立候補がありました。立会演説会は10月５

日です。６日に開票結果発表、13日に任命式、「青春

満祭」は新旧役員が協力して運営を行ないます。 

 

第 10回綾川町社会福祉大会 

９月 26 日（土）、第１０回綾川町社会福

祉大会で２年の生徒が福祉作文の優秀表彰

をうけました。 

 

 

（生徒の感想から） 

・今日のお話を聞いて、人は変われるということがわかりました。何か一つ 

でも行動をおこすことで周りの人は分かってくれて、新しい道を歩くことが 

出来るという事も感心しました。先生の話を聞いて少し元気や勇気をもらい 

ました。「ありがとう」という言葉を大切にしていきたいと思います。 

・辛い事や苦しいことから逃げているのではだめなんだと思いました。また、 

仕事は誰かを笑顔にするんだなと思いました。「自分はどうせダメだから･･･」 

と思わず自分の可能性を信じて前向きに挑戦していきたいです。 

・「命」が本当にやりたいことは、お金や自分のために仕事をするのではなく、 

誰かを笑顔にしたい！という思いで仕事をすることだと分かりました。感謝の気持ちを伝え、行動に

移すことで周りの人の感じ方も変わっていくのだと感動しました。 

 

 

 


